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だすことには意義がある。本研究において平成 27 年から 3 年間，法医学教室にて死後
72 時間以内に剖検を行った 573 例を調査対象とし、右心血、左心血、大腿静脈血を用い
トロポニン T、ALT、AST、BUN、Cr、CK および CK-MB、また血中と尿中のミオグロ




組織の Mb 染色の陽性例は、凍死 75％と凍死で最も高率であったが、その他の死因にお
いても高率であり有意ではなかった。 凍死における BUN の高値は横紋筋融解を機序
とする腎不全よりも、低体温症における脱水や腎血流量の減少など腎外性因子が関与し
ているものと考えられた。これらの結果から、凍死の診断においては非特異的な解剖所
見に加え、死後血の BUN および BUN/Cr 比を用いることは、凍死の診断の感度や特異
度に寄与すると考えられた。 
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